
あまみ温泉　「南天苑」

・東と北側の窓より庭を渡る風を嗜む

・1階の北の部屋

・6帖の間と踏込

・踏込床

・縁を渡る庭風を楽しむ

・肘掛窓と掃出し窓

客　室：六歌仙



あまみ温泉　「南天苑」

客　室：初　夢

・1階の南側の部屋

・7.5帖の間と控室

・踏込床と幕板（落とし掛け）

・床脇には収納と吊り戸だな

・天井：平天井（板張り）、見切り材あり

・窓は肘掛け窓（窓敷居に腰かけ、庭を眺める



あまみ温泉　「南天苑」

客　室：東　雲

・1階の南側の部屋

・6帖の間と控えの間

・釣り床に床框がある（奥行が浅い）

・床の落とし掛けは自然木（変朴）を使用

・広縁より庭を渡る風を嗜む

・広縁はガラス障子



あまみ温泉　「南天苑」

・8帖の間と控えの間

客　室：泉　灘

・1階の東北側の部屋

・床の間　と落し掛け

・床の下地窓と障子

・大浜潮湯当時から残る間

・広縁のソファーに持たれ庭からの風に楽しむ



あまみ温泉　「南天苑」

・8帖の間と控えの間

客　室：鶴

・1階の東側の部屋

・床の間　と落し掛け（不明）

・床脇に下地窓あり

・腰張りあり

・縁側で足を沓石に置き座卓にてを遣る



あまみ温泉　「南天苑」

・踏込床

・肘掛窓と掃出し窓

・2階の南の部屋

・10帖の間と踏込

・落し掛けは幕板

・床脇に押入と収納

客　室：呑　福

「どんぷく」



あまみ温泉　「南天苑」

・12帖の間と控室

・本床と落とし掛け

・床脇に蹴込板あり

客　室：四方山

・2階の東南角の部屋

・一部東側部分に板の間があり

・壁に腰張り部分あり

・南窓は肘掛け窓（窓敷居に腰かけ、庭を眺める）



あまみ温泉　「南天苑」

・2階の東側の部屋

・8帖の間と控えの間

・床の間　床柱：桜の面皮

・窓は肘掛け窓と木製の手摺（窓敷居に腰かけ、手摺に越しに庭を眺める

・腰張りあり

・落とし掛け

・床脇：蹴込いた

客　室：桜



あまみ温泉　「南天苑」

・2階の北西の部屋

・8帖の間

・壁床形式

客　室：登　鯉

・壁の柱から天井に向かって持ち送り型に取付ける又は、落とし掛けを取付けることもある



あまみ温泉　「南天苑」

・8帖の間と控えの間

客　室：竹

・2階の北側の部屋

・床の間　と落し掛け（竹）

・広縁のソファーに持たれ庭からの風に楽しむ

・床の下地窓

・床脇に丸窓と障子の引き分け

・床脇に瓢箪方の下地窓あり



あまみ温泉　「南天苑」

・10帖の間と控室

・2階の南西の部屋

・窓は肘掛け窓と木製の手摺（窓敷居に腰かけ、手摺に越しに庭を眺める

・落とし掛け

・踏込床

客　室：花　櫓



あまみ温泉　「南天苑」

客　室：蓬　莱

・2階の東北の部屋

・8帖の間

・本床で床柱（松の面皮？）、落とし掛け

・床の下地窓は丸円

・肘掛窓と手摺

・東と北側の窓より庭を渡る風を嗜む



あまみ温泉　「南天苑」

・窓は肘掛け窓と木製の手摺（窓敷居に腰かけ、手摺に越しに庭を眺める

・落とし掛け

・2階の南側の部屋

・8帖の間

・床の間

客　室：観月











建築家  辰野金吾 
                 （下記について：ウィキペディアより引用） 

 ■プロフィール◆ 
   備前国唐津（現・佐賀県唐津市）に生まれで、唐津時代にはのちに首相となる高橋是

清に英語を学んだ。さらに高橋の後を追って上京し、工部大学校（現・東京大学工学部）
に第一回生として入学する、1877 年（明示 12 年）ロンドン出身の建築家ジョサイア・
コンドルが造形学（建築学）教師として就任する。1879 年造家学科を首席で卒業し、 

  1880 年に英国留学しコンドルの前職場とバージェス建築事務所、ロンドン大学で学ぶ。 
  コンドルは明治期の洋館の建築家として活躍し、上野博物館や鹿鳴館、ニコライ堂（原

設計はロシアのミハイル・シチュ−ルポフ）など多数設計されました。 
  コンドルが工業部大学校造家学科教師退官後、1884 年に工業部大学教授に就任する。 
  辰野金吾の建築特徴は、赤レンガに白い花崗岩でラインを描き、屋根に塔や小屋を載せ

た「辰野式」とよばれるデザインで、代表される建築は中央停車場（東京駅）でありま
す。 

 
 ■経 歴■ 
   1854 年：肥前国に生まれる 姫松家の次男ですが足軽よりも低い家格であった 
   1868 年：叔父の辰野宗安の養子になる 
   1873 年：工部省工学寮に第 1 回生として入学 
   1875 年：造船から造家（建築）に転じる 
   1879 年：造家学科を卒業する 
   1880 年：英国留学をする 
   1886 年：帝国大学工科大学教授、造家学科（後の日本建築学会）を設立する 
   1898 年：帝国大学工科大学学長就任 
   1903 年：辰野葛西事務所の設立 
   1905 年：辰野片岡事務所の設立  
   1919 年：国会議事堂の設計競技で審査員を務める、3 月 25 日なくなられる 
  
 
 ■作 品■ 一部の掲載 
  1896 年：日本銀行本店（現：日本銀行本店旧館）→東京都日本橋区  重要文化財 
  1903 年：日本銀行大阪支店  →大阪市   
  1906 年：日本銀行京都支店  →京都市     重要文化財 
  1907 年：浜寺公園駅     →大阪府堺市   登録有形文化財 
  1909 年：国技館       →東京都墨田区  存在しない  1982 年解体 
  1909 年：日本生命九州支店（赤煉瓦文化館）  →福岡市     重要文化財 



  1909 年：奈良ホテル     →奈良市     木造建築 
  1911 年：盛岡銀行本店本館（岩手銀行赤レンガ館） →岩手県盛岡市  重要文化財 
  1911 年：松本健次郎邸  →福岡市唐津市  登録有形文化財     木造建築 
  1912 年：朝鮮銀行（韓国銀行貨幣博物館） →大韓民国ソウル 韓国銀行貨幣博物館 
  1914 年：中央停車場（東京駅丸の内駅舎） →東京都千代田区   重要文化財 
  1914 年：武雄温泉新館・楼門       佐賀県武雄市     重要文化財 
  1918 年：大阪市中央公会堂（中之島公会堂）→大阪市  重要文化財 実施設計 
  1913 年：家族湯（ご楽保養施設の「潮湯」の一つで「家族湯」→堺市の大浜公園 
  1935 年：上記の建物が河内長野市あまみ温泉に移築      登録有形文化財 
 
 
 ■逸 話■ 
  1914 年に建設された東京駅のドームの天井に干支の 8 種類（ウシ・トラ・タツ・ヘビ・ 
 ヒツジ・サル・イヌ・イノシシ）が見られるが、4 種類（ネズミ・ウサギ・ウマ・トリ） 
 は、武雄温泉楼門の天井四隅にみられて、十二支が揃うことになります。 
 
 
 
 ■南天苑本館について■  

（文化財特別公開事業：くるっとまちじゅう博物館 2007 より引用） 
河内長野市教育委員会 （製作） 
河内長野市文化財ボランティア（協力） 

 
   2002 年（平成 14 年）9 月に「明治建築研究会」柴田正巳代表により建物調査が 
  行われ、明治から大正時代にかけて活躍した建築界の大御所、辰野金吾博士の辰野片岡 
  建築事務所の設計によるものと分かりました。 
  現在の建物は和風をベースとしながら諸所に洋風モダンな意匠を取り入れた、大正・昭

和初期の建築様式を偲ばせる貴重な建物です。それにより 2003 年（平成 15 年）に 
  国の登録有形文化財になりました 


